














































































































































































































































































































































































































4－8－12＊ 0．04663 0．01262 0．003448










































































































































α ω 盈 砥 ω 払
10 0；5036 0．7072 0．4482 0．3445 0．3481
20 0．5263 0．7977 0．5332 0．3473 0．3493
0．01
10－20 0．5339 0．8279 0．5615 0．3482 0．3497
Ref．9索 0．5345零 0．8244串 0．5603＊ 0．3487＊ 0．3488＊
10 0．5083 0．7081 0．4470 0．3432 0．3514
20 0．5319 0．7966 0．5344 0．3456 0．3540
0．05
10－20 0．5398 0．8261 0．5635 0．3464 0．3549
Ref．9 0．5407 0．8236 0．5615 0．3464 0．3552
10 0．5224 0．7053 0．4469 0．3415 0．3549
20 0．5487 0．7959 0．5357 0．3436 0．3595
0．10
10－20 0．5575 0．8261 0．5653 0．3443 0．3610
Ref．9 0．5581 0．8197． 0．5621 0．3443 0．3593
10 0．5453 0．6987 0．4471 0．3400 0．3563
20 0．5758 0．7861 0．5351 0．3419 0．3598
0．15
10－20 0．5860 0．8152 0．5644 0．3425 0．3610
Ref．9 0．5866 0．8130 0．5622 0．3425 0．3613
10 0．5768 0．6896 0．4470 0．3387 0．3555
20 0．6131 0．5348 0．3403 0．3593
0．20
10－20 0．6252 0．8055 0．5641 0．3408 0．3606
Ref．9 0．6258 0．8037 0．5618 0．3409 0．3610

























































































〃 藩 ω ω
4 0．01580 0．08479 0．008171 0．01117
8． 0．01746 0．1475 0．006406 0．01062
12 0．01794 0．1845 0．006077 0．01052
0．01 16 0．01815 0．2110 ．0．．005963 0．01049
4－8 0．01801 0．1684 0．004484 0．01044
8－12 0．01832 0．2141 0．005814 0．01044
4－8－12 0．01836 0．2198 0．005813 0．01044
4 0．01600 0．08459 0．008121 0．O1110
8 0．01789 0．1466 0．006377 0．01054
12 0．01853 0．1837 0．006058 0．01044
0．10 16 0．01885 0．2103 0．005946 0．01040
4－8 0．01852 0．1673 o．／05796 0．01035
8－12 0．01904 0．2134 0．005803 0．01036
4－8－12 0．01911 0．2191 0．005804 0．01036
4 0．001660 0．08398 0．007971 0．01088
8 0．01920 0．1451 0．006221 0．01033
12 0．02028 0．1823 0．005888 0．01024
0．20 16 0．02092 0．2089 0．005776 0．01020
4－8 0．02007 0．1907 0．005638 0．01015
8－12 0．02114 02121 0．005622 0．01017
4－8－12 0．02128 0．2179 0．005620 0．01017
Multiplier Pみ。 P Pゲ／o
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いることが示されている．
　（4）不均一な弾性地盤上の矩形厚板
　前節（1＞～（3）においては，弾1生地盤のばね特性の線形
あるいは非線形の差異こそあるけれども，全地盤にわ
たり地盤は均一であるとして解析を行なった．しかし
ながら，地盤特性が場所的に不均一な場合も存在しう
るものと考えられるので，ここでは，Fig．7の上部に
示しているように，左側半分が々＝3．0，右側半分が々
＝2．5あるいは，ん＝4．0とする地盤反力係数の場所的
不均一性を考慮した弾性地盤上の矩形板の断面力およ
び変形の解析を行なった．なお，矩形板は，中央に集
中荷重を受ける4辺自由板を取り扱った．その結果を
Fig．6の〃＝α／2断面上の曲げモーメントおよびた
わみに関して，Fig．7に示す．
　同図より，曲げモーメント〃“，脇に関しては，地
盤反力係数の不均一性の影響は，極めて小さいが，た
わみに関しては，その影響は，大きいことがわかる．
したがって，限界状態設計法においては，使用限界状
態における検討は重要になってくるものと考えられる．
5．結　　語
偏微分方程式の積分方程式への変換と積分方程式の
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近似解法の応用とにより，弾性地盤上の矩形板の挙動
を支配する連立偏微分方程式の解析的近似解に求め，
これにもとつく，非線形弾1生地盤上あるいは不均一弾
性地盤上の変厚板の曲げ問題の一解法を提示した．数
値解析の結果，以下のことが確認された．
（1）矩形薄板および矩形厚板に関する既往研究結果と
　本解析法に基づく数値解析結果との比較により，本
　解法による数値解は一様な収束性をもっこと，また，
　比較的粗い分割による解析においても実用上十分の
　精度をもつ解が得られること，そして，外挿式を用
　いることにより，さらに，精度の良い収束値を推定
　することができることなどが確認された．
（2）非線形弾性地盤上およびWinkler基礎上の変厚
　矩形板に関して断面力および変形の解析を行ないそ
　の挙動を明らかにした．その結果，変断面性の影響
　は小さいが，非線形弾性地盤上の変厚板は，Winkler
　基礎上の場合に対して中央点のたわみは，1．5倍，曲
　げモーメントは，1．2倍となることがわかった．
（3）地盤反力係数の場所的不均」1生を考慮した弾性地盤
　上の矩形板に関して，断面力および変形の解析を行
　ない，均一な弾性地早上の矩形板との挙動特性の比
　較を行なった．その結果，不均一性の影響は，曲げ
　モーメントに関しては，小さいが，たわみに関して
　は，大きいことがわかった．
　本解法によれば，任意の境界条件をもつ矩形板に関
　して，荷重の分布状態や板厚，板昇平および地盤反
　力係数の場所的変化が不規則な場合でも，矩形板の
　縦横の等分割線の交点におけるこれらの諸量が与え
　られれば，平野が規則的な場合と全く同様に解析す
　ることができる．
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Fig．7　Numerical　solutions　of　rectangular　plate
　　　　with　all　free　edges　on　non－uniformly　elastic
　　　　foundation．
　Appendix
／1ρ1＝γク1，
∠4ρ2＝0，
∠し3＝　γク2，
∠4ρ4＝γρ3
、4ρ5＝0，
／1ρ6＝　γρ4十レγρ5，
／1ρ7＝　γρ6，
Aρ8；γク7
βρ1＝0，
βρ2＝μγρ1，
Bρ3＝μγρ3，
Bρ4＝0
βρ5＝μγρ2，
βρ6＝μγρ6，
βρ7＝μ（レγρ4十γρ5）
Bρ8＝γρ8
Cρ1々‘＝μ（γρ3十κ々‘γρ7）
Cρ2配＝μγρ2十κ々‘γρ8
Cρ3々‘＝ノ々‘γρ6，
Cρ4配　＝　∫々‘γρ4，
Cρ5々己＝　Z々‘γρ5
Cρ6配；一μγρ7，
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　　Cρ7々‘＝　一γρ8，
　　Cρ8々‘＝　γク1々々‘
［γρご］＝　［アρ亡］一1・
ア11＝βπ，　　ア12＝μβゴゴ，　ア22＝一μβごゴ，　ア23ニ＝β∫ご，
ア25＝μβ’垣，　ア31＝一μβガゴ，　ア33＝μβガ，　ア34＝βπ，
ア44＝一∫ごゴβfゴ・，　ア46＝βfご，　ア47＝μレβゴプ，　　755＝
一ムゴβガ，　756＝レβff，　ア57＝μβガ，　ア63＝一ノf’βU，
ア66ニμβガ，　ア67＝二β揮，　ア71＝一μκガβガ，　．ア76．＝μβfゴ，
ア78＝β湿，　ア82＝一κf5βごゴ，　ア「87＝βブ，　ア88二βガ，
βピゴ＝βfご・βガ
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